
社会福祉法人 広島県共同募金会 

赤い羽根ＥＳＤ支援プロジェクト配分要領 

地域テーマ募金の「赤い羽根ＥＳＤ支援プロジェクト」の参加団体に対する配分は、「地域 

テーマ募金実施要綱」第６条に基づき、本要領により行うものとする。

また、本要領は、広島県共同募金配分規程及び広島県共同募金配分先基準などに準拠する。

１．配分目的 

各地域の教育委員会・学校等と社会福祉協議会が連携して「持続可能な地域社会づくり」

ができる環境を整備し、その構築された地域コミュニティが持続的に活動できる財源を確保

できる環境を整備することを目指し、地域の子どもたちだけでなく、子どもたちを取り巻く

大人も、「持続可能な地域社会づくり」の担い手となり、地域コミュニティの関係性が向上

し、地域福祉が向上することを目的とする。  

２．配分対象事業 

市町教育委員会・学校等と市区町社会福祉協議会が連携し、当該地域の社会福祉協議会よ

り推薦され、本会配分委員会に承認された事業を対象とする。  

   なお、一事業の申請額の上限は、原則として３００万円（最低１０万円）とする。 

３．配分方法  ①使途選択募金 

１月１日より３月３１日までの３月間に入金された参加団体あての指定募金は、使途選択

募金として、その全額を当該団体に配分する。  

なお、参加団体あての指定募金は、本会が作成した参加団体用の募金用紙の郵便払込用紙

を使用したもの及び本会への入金時に参加団体が特定できたものに限定する。  

但し、４月１日以降に入金された参加団体あての指定募金は、通常の共同募金として処理 

される。  

②マッチングギフト

１月１日より３月３１日までの３月間に入金された参加団体あての指定募金が、申請金額

の１／２までの場合、指定募金額の同額をマッチングギフトとして加算して、当該団体に対

し、共同募金配分金として交付する。

また、指定募金額が申請金額の１／２を超えた場合、事業執行が目的のため、申請金額が

満額になるまでの金額をマッチングギフトとして加算し、当該団体に対し、共同募金配分金

として交付する。

但し、本プロジェクトの趣旨及び目的から、指定募金の入金件数が１０件未満の場合に

は、マッチングギフトの加算を行わず、指定募金額のみを当該団体に共同募金配分金として

交付する。

なお、指定募金額が申請金額を超えた場合、その指定募金額のみを当該団体に共同募金配

分金として交付する。

４．配分金の交付時期 

   ７月上旬  

５．配分についての報告 

参加団体は、事業年度（翌年度）終了後１月以内に、配分金の使途を明示した完了報告書 

を、参加社協を通じて、本会に提出しなければならない。  

６．その他 

・ 参加団体は、当該事業が「赤い羽根共同募金」の配分金によるものであることを明示しな

ければならない。

・ 本要領は、平成２６年５月２７日に決定し、同日から施行する。

 令和元年６月１２日から施行する。  

 令和３年３月２日に一部改正し、同年４月１日から施行する。 

 令和４年６月１７日に一部改正し、同日から施行する。  




